
準
本
屋
史
郭
会
緬
西
韮
部
套
昭
謹
六
柵
三
蓉
秋
》
）
合
同
総
会

と
き
第
一
日
昭
和
六
十
三
年
十
一
月
十
二
日
（
土
）
午
後
一
時
三
○
分

第
二
日
昭
和
六
十
三
年
十
一
月
十
三
日
（
日
）
午
前
九
時
三
○
分

と
こ
ろ
阪
大
医
学
部
二
階
会
議
室

大
阪
市
北
区
中
之
島
四
’
三

プ
ロ
グ
ラ
ム

第
一
日

一
要
望
課
題
「
医
療
の
危
機
」

１
明
治
期
以
降
の
医
療
「
危
機
」
の
特
質

・
・
：
：
…
…
・
…
・
…
…
・
…
神
谷
昭
典
（
中
京
女
子
大
）

２
政
府
・
厚
生
省
の
医
療
政
策
の
検
討

…
．
．
…
：
…
・
・
…
…
…
．
：
竹
中
普
久
（
壁
極
謬
誰
霊
）

３
開
業
医
層
の
実
情
と
危
機
意
識
…
：
大
阪
府
保
険
医
協
会

４
医
療
経
営
（
主
と
し
て
病
院
）
の
危
機

…
：
．
．
…
・
…
・
…
・
…
…
：
小
松
良
夫
（
帳
纒
副
疏
）

５
医
療
危
機
の
背
景
に
あ
る
も
の
・
・
…
・
松
田
方
一
（
蓋
吐
露
藏
蔀
）

６
沖
縄
医
療
界
の
危
機
：
：
：
：
：
．
…
：
照
屋
寛
善
（
那
覇
市
）

嫁
オ
リ
ブ
山
病
院
、

７
基
準
看
護
制
度
に
つ
い
て
：
：
：
…
…
坂
本
玄
子
（
看
護
史
研
究
会
）

８
高
度
医
療
の
中
の
看
護
：
。
：
．
…
・
…
・
上
坂
良
子
（
看
護
史
研
究
会
）

９
医
療
技
術
の
進
歩
か
ら
み
る
医
療
の
危
機

第
二
日

一
一
般
演
題

１
ヨ
ン
ケ
ル
と
そ
の
母
校
ウ
ィ
ー
ン
大
学
医
学
部

…
：
…
．
：
．
…
…
…
…
…
石
田
純
郎
（
三
菱
水
島
病
院
）

２
英
国
へ
ル
ス
サ
ー
ピ
ス
に
つ
い
て
・
・
栗
本
宗
治
（
西
宮
市
）

３
中
国
医
学
に
お
け
る
推
掌
：
…
…
・
・
山
本
徳
子
（
露
燕
》
布
誰
）

４
軍
医
療
学
舎
（
の
ち
軍
医
学
校
）
と
そ
の
卒
業
生

…
…
…
：
．
…
…
．
．
…
…
・
佐
久
間
温
巳
（
西
尾
市
民
病
院
）

５
福
井
藩
解
剖
盛
行
の
遠
因
の
探
求
…
岩
治
勇
一
（
大
野
市
）

６
本
草
学
と
行
政
の
ド
ッ
キ
ン
グ
ー
伊
勢
の
本
草
仲
間
ｌ

…
…
・
…
：
．
：
…
…
…
…
茅
原
弘
（
津
市
）

７
ナ
イ
チ
ン
ゲ
ー
ル
の
医
学
統
計
に
つ
い
て

：
：
…
…
…
…
：
・
・
・
…
…
多
尾
清
子
（
罐
恥
穗
雲
銅
）

８
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
集
典
の
「
予
後
論
」
に
つ
い
て

…
…
…
…
…
：
・
・
・
…
：
：
松
田
方
一
（
霊
、
圭
病
跡
）

９
日
本
近
世
医
学
害
に
承
え
る
「
癩
病
」
観

。
：
…
…
・
…
…
…
…
：
。
：
横
田
則
子
（
立
命
大
・
大
学
院
）

皿
大
坂
天
下
茶
屋
村
の
是
斎
和
中
散
…
宗
田
一
（
京
都
市
）

、
大
阪
医
学
図
書
館
会
と
そ
の
目
録
…
寺
畑
喜
朔
（
金
沢
医
大
）

…
・
…
…
…
…
：
…
：
．
：
．
川
上
武
（
関
東
地
方
会
）

、
先
端
医
療
と
医
療
の
倫
理
．
：
．
…
…
・
中
川
米
造
鉦
鑓
置
墓

二
医
学
史
研
究
会
総
会
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昭
和
五
十
六
年
七
月
、
第
八
二
回
日
本
医
史
学
会
総
会
、
学
術
集
会
が
札

幌
で
開
催
さ
れ
た
。
こ
れ
を
機
会
に
、
医
史
を
研
究
し
て
い
る
人
達
の
間
か

ら
、
北
海
道
に
お
い
て
も
研
究
会
を
持
ち
た
い
と
の
話
が
で
て
い
た
。
そ
の

後
昭
和
六
十
一
年
広
島
に
お
け
る
日
本
東
洋
医
学
会
総
会
で
、
二
年
後
の
総

会
が
札
幌
で
開
催
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
医
史
学
と
東
洋
医
学
を
両
輪
に
研

究
活
動
を
し
た
い
と
の
考
え
か
ら
、
札
幌
医
史
学
研
究
会
が
発
足
し
た
。

発
起
人
代
表
島
田
保
久
、
発
起
人
津
田
晴
実
、
高
下
泰
三
、
水
島
宣
昭
、

山
岸
喬
、
南
雲
三
枝
子
、
谷
澤
尚
一
で
あ
る
。

そ
の
後
の
活
動
内
容
を
紹
介
す
る
と
、

札
幌
医
史
学
研
究
会

辺
い
わ
ゆ
る
『
医
師
殺
人
論
』
の
再
考
察

．
…
…
・
…
…
・
…
…
…
…
安
江
政
一
（
名
市
大
）

蝿
西
南
戦
争
と
大
阪
陸
軍
臨
時
病
院
に
つ
い
て

…
：
．
…
・
・
・
・
．
．
…
・
…
…
：
松
田
武
（
軸
饒
率
》
報
）

皿
「
大
阪
砲
兵
工
廠
衛
生
調
査
報
告
書
」
に
つ
い
て

…
：
．
．
…
…
…
…
・
・
…
・
・
・
小
松
良
夫
（
帳
権
剛
蹄
）

妬
・
ヘ
ッ
テ
ン
コ
ー
フ
ェ
ル
生
誕
一
七
○
年
を
め
ぐ
っ
て

…
：
：
・
・
・
…
・
…
・
…
…
…
丸
山
博
（
箕
面
市
）

二
日
本
医
史
学
会
関
西
支
部
総
会

第
一
回
例
会
（
六
十
一
年
八
月
二
日
）

講
演蝦

夷
地
の
本
草
と
医
史
に
つ
い
て
…
：
。
：
…
…
…
・
…
…
…
谷
澤
尚
一

蝦
夷
地
に
お
け
る
医
史
の
文
献
に
つ
い
て
：
…
…
…
…
…
島
田
保
久

例
会
後
の
懇
親
会
で

一
会
費
は
年
五
、
○
○
○
円
と
す
る
。
・

二
事
務
所
は
島
田
外
科
整
形
外
科
医
院
内
に
お
く
。

三
例
会
は
原
則
と
し
て
年
六
回
と
す
る
。

四
蝦
夷
地
に
つ
い
て
幅
広
い
知
識
を
持
つ
た
め
に
、
例
会
で
は
他
領
域

の
専
門
家
に
講
演
を
お
願
い
す
る
。

五
六
十
三
年
の
日
本
東
洋
医
学
会
総
会
の
記
念
品
と
し
て
『
蝦
夷
地
の

医
療
』
を
編
集
執
筆
す
る
。

第
三
回
例
会
（
六
十
一
年
十
月
）

講
演
古
地
図
か
ら
ゑ
た
蝦
夷
地
の
変
遷
…
…
・
…
・
・
・
・
・
…
…
高
木
庄
治

第
四
回
例
会
（
六
十
一
年
十
一
月
）

講
演
ア
イ
ヌ
の
文
学
に
つ
い
て
…
：
．
…
…
：
…
・
…
…
…
…
萩
中
美
枝

第
五
回
例
会
（
六
十
二
年
二
月
）

講
演
黄
帝
内
経
を
中
心
に
ｌ
漢
代
の
医
学
に
つ
い
て
ｌ

…
：
。
…
…
・
…
・
…
・
・
・
・
．
…
…
…
…
…
：
…
…
赤
堀
昭

第
八
回
例
会
（
六
十
二
年
八
月
）

講
演
国
際
語
と
し
て
の
日
本
語
・
ア
イ
ヌ
語
…
：
。
…
…
。
：
村
崎
恭
子

第
九
回
例
会
（
六
十
二
年
八
月
）

講
演
江
戸
の
博
物
学
ｌ
潴
鞭
会
を
中
心
に
ｌ
…
・
・
・
・
・
・
・
・
…
・
佐
杢
木
利
和

第
十
回
例
会
（
六
十
二
年
九
月
）
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